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1. 小規模河川が言語伝播を阻害することがある 

石橋 

徐州型古(北部) 
徐州型新 
徐州型古(南部) 
南京型 
揚州型 

声調体系 



上上変調（3声変調） 

上聲>41/____上聲 (上上變調) 
陽平>41/ ____ 上聲   
陽平>41 /____ /陽平  
陽平趨向高降化 /____無條件 
陽平≒上聲>55 /____ 陰平、上聲 
陽平55：上聲35 (不變調) 
陽平=上聲>55 /____無條件 
上聲>32  /____ 陽平、去聲 
 
上 聲 的 單 字 調 值 是 升 調
(324or35) 。 
 
   

 

石橋 

范河 



声母体系 



2. 大河は言語伝播を促進する（ことがある） 

1） 大運河沿いの分布 



2) 長江型分布(1):“楚型” 

「外祖父」「外祖母」を呼ぶ“家公、
家婆、家家 ” 等 



2) 長江型分布 (2)：「叔父」を呼ぶ語幹 



2) 長江型分布 (3)：「雹」を表す語形 



3. “船運式”伝播の意味 

1. 言語特徴は大河沿いに伝播する。 
2. 言語特徴は船によって港から港へ運ばれる。

（因って伝播速度は、“徒歩式”伝播（村から村への地伝い
伝播）より早い。） 

 ＊これは比喩的表現に過ぎない。 
3.  港（泊）ができる→町ができる→町を起点とし

て地域経済圏(後背地)ができる。交通網・流
通経路ができ、それに伴う人の移動によって
言語特徴が運ばれる。 
 

 



4. 伝播によって運ばれるもの 

1. “空運式”伝播（移民のよる言語伝播）は、方言
総体をＡ地からＢ地に運ぶが、“徒歩式”、“船運
式”伝播によって運ばれるものは言語を構成す
る個々の要素である。ここに項目別地図集（特
徴地図）作成の意義がある。 

2. 語彙形式や文法形式は、語彙体系や文法体系
の制約を受けながらも、個々に伝播することが
容易である。一方、音韻的特徴は、一般に体系
の制約を強く受けるので、単一音韻特徴の伝播
は困難である。→個々の音韻特徴を地図にして
も伝播や通時的変化の様相は見えてこない。 



5. 音韻体系の伝播(1)：  
上上（3声）変調の場合 

• 上上変調の広域的分布は通時的にしか説明
できない。 

1. 北方のある地域(中核地域)において上声は現在の
北京語のような低調であり、その連続が異化を起こ
した結果、次のような変調規則が出来た(平山説)。 

   上声 [low] → 陽平 [rising] /           上声 [low] 
2. 当該方言はある種の“調値体系”を有していた。 
3.その後、上声の調値は他調類の調値とともに変化し
たが、形態音韻規則（{上声+上声}→/陽平+上声/）は維
持され、継承された。 

4.この規則は当該調値体系とともに伝播していった。 
 



“伝播”の実態 

 陰平  53 

   陽平   35 

   上声 213  → 陽平/       上声 

   去声 55 

    陰平  55 > 53 
   陽平 213 > 35 
   上声  31 > 213 
   去声   35  >  55 
 
平山環流説に基づく内的変化 

声調体系Ｂ：3声変調なし 声調体系Ａ：3声変調あり 

Prestigious dialect 

声調体系Ａ[53, 35, 213, 55]/Ｂ[55, 213, 31, 35]が隣接分布 



6. 音韻体系の伝播(2)：声母体系の場合 

山东型 
西安型 
南方Ⅰ型 

贛湘型 
 
老南京型 
新南京型 
 
北京型 
南方Ⅱ型 
 
江苏型 

“南京型”体系の分布 



“南京型”とは？ 
• A. 2等/3等 区別あり 

  A-1 山东型： 2等tʂ  /  3等tʃ i   Proto-type 
  A-2 西安型： 2等ts  /  3等tʂ 
  A-3 南方I型： 2等ts  /  3等tɕ  (无tʂ) 
  A-4 赣湘型： 2等ts /  3等t (无tʂ) 
• B. 後続主母音：広母音/狭母音 

  B-1老南京型： 2等tʂ(広)、ts(狭)  /  3等tʂ 
  B-2新南京型： tʂ只出现在i和ə之前 
• C. 2等/3等 区別なし 

  C-1 北京型： 2等tʂ=3等tʂ 
  C-2 南方II型： 2等ts, tɕ=3等ts,tɕ  (无tʂ) 
    



“南京型”は“西安型”と“北京型”の混合体系か？ 

分布特徴：  “南京型”の北側には“北京型”が、
南側には“西安型”（及び“贛湘”型）が分布
する。因って、 “南京型”は“西安型”と“北京
型”の混合体系であった可能性がある。 

解釈１： 当時、長江流域の方言は“北京型”
だった。生=声[ʂəŋ] (“南京型”では生[səŋ]≠声[ʂəŋ] ) 

解釈２： 当時、長江流域の方言は“西安型”
だった。生[səŋ]≠声[ʂəŋ]  産[san](“南京型”では

[ʂan]) 

＊いずれの解釈も成立せず。因って混合体系
ではない。 

 



“南京型” は“山東型”を前身とし、南京周辺
で生まれた。 

 *山東型： ２等tʂ  / ３等tʃi 
 例： 生[ʂəŋ] /  声[ʃiəŋ] 狭母音 
              産[ʂan]   /  閃[ʃian] 広母音 
1. 狭母音の前でのchain shift  
  声[ʃiəŋ] > [ʂəŋ] → 生[ʂəŋ] >[səŋ] 
2.  広母音の前でのmerger 
  閃[ʃian] > [ʂan] =産 

 

 



“南京型”は、その後長江中上流地域
に伝播し、長江型分布が形成された。 
１） 当時、長江流域の全域に“山東型”が分布し
ていた。 

２）  “南京型”の伝播は南京周辺を起点として、ド
ミノ倒し方式で進んだ。 

３） 但し下記二つの可能性を排除しない。 
 *外部的影響を受けず、自立的に山東型＞南京型の  
変化が起きた地点もありうる。 

 *雲南の“南京型”は、江淮地域からの移民が直接も
たらした可能性がある。但しすべてがそうであったわ
けではない。また湖北、四川の“南京型” は、移民説
では説明できないだろう。  
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